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No タイ トル 発表者

POl 里山学研究センターの紹介 龍谷大学里山学研究センター

P02 信楽もまもろう 中川|晃成

P03 オールドオオツの歴史と地理 中川|晃成

P04 
琵琶湖湖岸の鳥類生息環境から

須川恒
~未来につなげる課題は何か~

P05 水稲自然農j去の東近江市における栽培事例 猪谷富雄、有田啓一郎

黒田末蕎、野間直彦、 三輪歩樹、稗田真也、小崎

焼畑を活用した日本の食・森・地域の再生 .生業モデル構築の
和樹、森小夜子、古川沙央里、辻本興穎、奥野匡哉、

P06 
研究火野山ひろば

渡部俊太郎、島上宗子、今北哲也、摺田和也、河

野元子、大石高典、永井好彦、大谷ともよ、鈴木

玲j台

P07 
特定外来生物オオバナミズキンパイは、少なくとも3クローン

稗田真也、渡部俊太郎、原田英美子、野間直彦
が侵入している

P08 ムカゴをつけるイブキトリカブ卜の分布
小崎和樹、鳥居万恭、増戸秀毅、近藤和男、稗田真也、

野間直彦

P09 ため池に生息する魚類一滋賀県と兵庫県の比較ー
野村将一郎、 吉村理、森脇優介、久保 星、

福岡太一、太田真人、遊磨正秀

P10 街雨期の市街地植生におけるクチベ二マイマイの移動能力
吉村理、野村将郎、森脇優介、久保星、

福岡太 、太田真人、 遊磨正秀

Pll 色の異なるLED電球に集まるガ類の比較
森脇優介、野村将一郎、吉村理、久保星、

福岡太一、太田真人、遊磨正秀

P12 
木津川下流域におけるコクチパス 久保塁、福岡太一一野村将一郎、吉村理、

Micropterus dolomieuの食性 森脇優介、太田真人、遊磨正秀

P13 水田におけるクロゲンゴロウ幼虫の食性
福岡太一、 田邑龍、久保塁、野村将一郎、

吉村理、太田真人、遊磨正秀

太田真人、遊磨正秀、野村将一郎、 吉村理、

P14 砂磯州に生きる昆虫たちー植生との関係性 森脇優介、安田光児、新堀萌、前川11慎登、久保塁、
福岡太一

P15 東近江市のニューツーリズム「フットjてス」 久保智朗

P16 全国カレッジフットパスフォ ラム2019 大谷直也

P17 魅力いっぱい I)"日市てくてくマップ 中田景子

P18 明治初期の滋賀県全域における里山、里湖利用の復元 林珠乃

P19 琵琶湖水域圏の景観を読み解く外的芯視点と内的な視点 林珠乃

P20 景観生態学的に見た琵琶湖 瀬田川流入河川|の集水域の特徴 林珠乃

P21 琵琶湖の回遊魚と流入河川の河口付近環境 遊磨正秀、丸山敦、山中裕樹、太田真人

P22 小型UAVによる空撮画像からの「龍谷の森」植生図作成の試み 小田奏、宮浦富{果、林珠乃
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